
 2022 年 11 月 6～7 日、分会役員を対象に横浜地本主催「東日本大震災現地踏査研修」を開催しました。 

初日は、東京電力廃炉資料館と東日本大震災・原子力災害伝承館を見学し、東京電力福島第一原発事故に 

よる被害の現実、宮城県と福島県の復興の違いについて学びました。 

 

 

 

 

 

 

2 日目は、石巻市震災遺構大川小学校と東松島市震災復興伝承館（旧野蒜駅）を見学し、津波被害の脅威、

津波から避難する教育体制の在り方、自分の判断の重要性について学びました。 
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仙台地本の会議室にて、2 日間で感じたことを意見交換会

で出し合いました。 

参加者された組合員からは、「１１年経過し復興がどのよう

進んだか気になっていた」「今回学んだことを仲間に伝えて

いく」「望むことは震災前のかつての生活であることだ」「人

がいないのに復興とは言えない」「企業と住民とで目指すと

ころが違う」「時間と共に忘れていた自分がいて、再び学ぶ

ことができた」「ダメなものはダメ、間違っていると声を出

し続けなければいけない」「東電の体質は JR 東日本と変わ

らない」などの意見が出されました。 

改めて「目・耳・肌」で現地に立つことでしか学べない事

の重要性を実感できる研修であることを確認してきました。 
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